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大規模改修を予定しているスポーツセンター

　

公
共
施
設
の
建
設
な
ど
の
投
資
的
事
業

は
、
国
の
補
助
金
や
交
付
金
に
よ
り
、
継

続
し
て
い
る
事
業
を
中
心
に
、
毎
年
の
一

般
財
源
の
投
入
額
は
５
億
円
を
標
準
と
し

て
進
め
ま
す
。

　

市
は
、
毎
年
、
翌
年
度
の
収
入
と
支
出

の
見
通
し
を
立
て
て
予
算
を
つ
く
り
ま
す
。

こ
の
予
算
づ
く
り
の
と
き
は
、
前
年
度
の

決
算
の
見
込
み
を
踏
ま
え
、
支
出
に
対
す

る
収
入
の
不
足
額
を
数
億
円
と
し
、
基
金

な
ど
で
埋
め
る
こ
と
と
し
て
予
算
を
つ
く

り
ま
す
。

　

こ
の
当
初
予
算
づ
く
り
の
と
き
の
収
支

不
足
額
は
、
経
済
情
勢
に
も
よ
り
ま
す
が
、

毎
年
、
一
般
財
源
の
約
２
％
で
あ
る
４
億

円
程
度
を
目
安
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
収
支
の
長
期
的
な
見
通
し

で
は
、
児
童
福
祉
や
高
齢
者
福
祉
な
ど
の

社
会
保
障
を
行
う
扶
助
費
の
増
加
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
職
員
な
ど

の
人
件
費
や
借
入
金
の
返
済
金
で
あ
る
公

債
費
を
抑
え
て
、
全
体
の
経
費
の
抑
制
を

進
め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
既
存
の
公
共
施
設
の
維
持

補
修
費
が
こ
れ
か
ら
増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
緊
急
性
の
高

さ
や
優
先
度
を
踏
ま
え
、
国
か
ら
の
補
助

金
な
ど
を
可
能
な
限
り
活
用
し
一
般
財
源

の
増
加
を
抑
制
し
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
建
設
な
ど
を
行
う
と
き
は
、

国
の
補
助
金
や
市
の
持
ち
出
し
で
あ
る
一

般
財
源
の
ほ
か
借
入
金
で
経
費
を
ま
か
な

い
ま
す
。
借
入
金
の
返
済
期
間
は
、
長
い

も
の
で
は
25
年
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
借

入
金
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
毎
年
多
額

指
標
の

標
値

区 分 平成 21 年度 平成 26 年度 平成 32 年度 将来目標

将来負

担比率
113.1％ 100.0％ 80.0％ 50.0％

■将来負担比率

水道事業などの公営企業や土地開発公社などを含め

た地方公共団体の地方債や将来支払わなければなら

ない負債を市税などの自由に使えるお金である一般

財源の規模と比較したものです。将来的に財政を圧

迫する可能性が高いかどうかを示し、低いほど良好

といえます。平成 20 年度の北海道内市町村の平均値

は 128.4％、全国市町村の平均値は 100.9％です。

区 分 平成 21 年度 平成 26 年度 平成 32 年度 将来目標

基　金

残　高
58.7 億円 57.3 億円 66.5 億円 100 億円

■基金(積立金）残高

財政運営を計画的に進めたり、財源の余裕があると

きに年度間の収入の変動に備えたりするために積み

立てるお金をいいます。災害や景気悪化などの思わ

ぬ支出の増加や収入の減少があったときなどに使用

する使途を制約しない積立金である財政調整基金や

特定の目的のために積み立てられる各種の基金がこ

れにあたります。

取組１

収
支
を
バ
ラ

ン
ス
さ
せ
る

の
返
済
が
必
要
と
な
り
財
政
を
圧
迫
す
る

原
因
と
な
り
ま
す
。

　

将
来
の
世
代
に
過
大
な
負
担
を
残
さ
な

い
た
め
に
、
借
入
金
残
高
総
額
は
左
の
表

の
よ
う
に
目
標
年
度
ご
と
に
定
め
て
い
ま

す
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
毎

年
の
借
入
額
の
上
限
を
つ
ぎ
の
と
お
り
と

し
ま
す
。

・
平
成
22
・
23
年
度
は
借
り
入
れ
る
額
を
そ

　

の
年
の
返
済
金
と
同
額

・
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
は
25
億
円

・
平
成
27
年
度
以
降
は
20
億
円

　

ま
た
、
学
校
や
道
路
の
建
設
予
定
地
と
し

て
土
地
開
発
公
社
が
市
に
代
わ
っ
て
購
入
し

所
有
し
て
い
る
土
地
を
計
画
的
に
市
が
購
入

す
る
と
と
も
に
、
市
の
土
地
開
発
公
社
へ
の

未
払
い
金
を
段
階
的
に
支
払
う
こ
と
な
ど
に

よ
り
土
地
開
発
公
社
の
借
入
金
を
減
ら
し
経

営
健
全
化
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
平
成
９
年

の
千
歳
科
学
技
術
大
学
設

立
の
と
き
に
基
金
か
ら
借

り
入
れ
て
い
る
資
金
の
残

額
８
億
６
千
万
円
の
返
済

を
進
め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
的
な
返

済
を
通
じ
て
市
の
借
入
金

を
減
額
す
る
こ
と
に
よ

り
、
長
期
的
な
視
点
で
財

政
的
な
基
盤
の
強
化
を
進

め
ま
す
。

●
毎
年
の
当
初
予
算
の
収
支
不
足
額
は

　

４
億
円

●
毎
年
の
投
資
的
事
業
の
一
般
財
源
投

　

入
額
は
５
億
円

●
平
成
22
・
23
年
度
…
そ
の
年
度
の
返
済
額

●
平
成
24
～
26
年
度
…
25
億
円

●
平
成
27
年
度
以
降
…
20
億
円

平成 21 年度 平成 26 年度 平成 32 年度 将来目標

363 億円 350 億円 300 億円 250 億円

■借入金残高の目標値

取組２

借
入
金
を
減

ら
す


